



















































































校外生の制度開始（1910年 2月 11日）以来，1912年 12月までの入学生は 1,300名に上った 13また，
1914年頃には，校外生数が約 2,400名に上り，校内生数の約 2倍となった（校内生　1,271名　校
外生 2,416名）14。その後，入学者は 1923年末までに校外生 8,789人，テキストだけを講読する講


































主任技術者検定試験の合格者は，合計 382人，うち 3種合格は 305人であったが，電機学校関係者
は 143名であり，3種合格者の中で電機学校関係者は，かなりを占める。電機学校は，電気産業の
プラクティカルな技術者（低学歴の技術者）の養成を担ったことがわかる。



































































まず，NM氏の予科講義質疑用紙は，1918 年 12月 19日が最初である（1918年 12月 21日受付
印あり）34。予科講義質疑用紙は紙が本科のものより小さい（本科は B5版）。NM氏は，どういっ
た内容を質問していたのであろうか。予科での質問内容としては，数学では「√」は，どういった
意味なのかといった質問がある（1919年 1月 28日提出，1月 29日受付印）。英語では，「f」の筆
記体はどのように書くのかといった基礎的内容の質問である（1919年 4月 21日提出。4月 23日受
付印）。また，fiveを hveと勘違いしていて，添削者から，これでは，予科修了とは言えない，と
































これは，第 6巻，第 12巻，第 18巻の終了の校外生に臨時試験問題を出し，その成績がよければ次
回分の授業料を免除し，賞品を授けるというものである（ただし，連続 6巻の修業年限が 1年を越
えた場合は，臨時試験を受ける資格を失う）36。たとえば，NM氏は，① 1921年 9月 28日，第一
回校外生臨時試験成績優等につき賞与，授業料 1巻分（第 8巻），② 1922年 11月 13日，第二回校



















波郡の教育品展覧会において，二等賞，三年次（1909年 3月 1日）に一等賞，四年次（1910年 3
月 20日）に，西砺波郡小学校児童成績審査長・富山県視学・傍田弥三郎の推薦を受け，一等賞の
褒状を授与されている 38。さらに五年次には，「行啓記念教育展覧会」において，成績優良のため，




















































































して正規に採用されている（1919年 7月，日給 42銭）。こうして NM氏は電気技師の道を進み始
めた。予科終了後は，電機学校本科の校外生として学び，その途中で「電工」として採用されてい













者は，総計 382人（1種 0人，2種 60人，3種 305人）であった。うち，電機学校は 165名の合格






年 月 日 会社・勤務先 身 分 給　与 その他（教育歴など）
1918年11月 金沢電気瓦斯株式会社 臨時雇 私立中等教育院で学ぶ
1919年 7月 1日 金沢電気瓦斯株式会社〈屋内外の電設工事〉内設課電灯係 電工見習 日給 42銭
1919年 8月 9日 電機学校予科修了証
1919年12月 1日 金沢電気瓦斯株式会社 電工見習 日給 54銭
1920年 7月 1日 金沢電気瓦斯株式会社 電工見習 日給 62銭 　
1920年 高井数学塾で学ぶ
1920年，21年頃 電機学校本科の校外生として学ぶ
1920年12月18日 金沢電気瓦斯株式会社 電工 日給 1円 14銭
1921年 7月 1日 金沢電気瓦斯株式会社 電工 日給 1円 18銭




1921年12月 1日 金沢電気軌道株式会社 電工 日給 1円 20銭
1922年 1月21日 金沢電気軌道株式会社依頼解雇
1922年 1月26日 金沢市電気局技術部発電課福岡発電所 電工 日給 1円 18銭 所属，金沢市役所
1922年 3月11日 金沢市電気局技術部発電課福岡発電所 電工 日給 1円 22銭
1922年11月 8日 逓試　合格
1922年12月31日 電気局 工手 6級下俸給与
1922年12月31日 金沢市役所電気課吉野発電所 工手
1923年12月20日 6級上俸給与
1924年 9月13日 電気局増泉変電所 工手
1924年 9月13日 金沢紡績株式会社 電気主任技術者嘱託




写真 3　福岡発電所 写真 4　吉野発電所
写真 5　検定の種別第三種合格証書，1922年 写真 6　電機学校卒業証書　1926年





































年 月 日 会社・勤務先 身 分 給　与 その他（教育歴など）




1926年 1月21日 電気工手 日給 2円 56銭 同年 4月電機学校卒業






1929年12月21日 電気工手 日給 2円 73銭
1933年 3月 小屋平変電所












1944年 8月 1日 手取川系・吉野谷発電所へ転勤 主任
1945年 8月15日 終戦を迎える
1945年11月 1日 北陸支店加越地区事務所電力課
1946年 4月 5日 北陸支店敦賀製塩所 所長
1947年 7月16日 北陸支店尾口発電所 主任
1948年 4月 1日 尾口発電所安全管理者 技師
1951年 7月 1日 手取川系上流方面発電所，及び尾口発電所 所長 社員名簿にあり
1951年10月31日 尾口発電所　所長兼務解く
日本発送電の分割，北陸電力へ
















写真 11　鐘釣・猫又工事中　昭和11年 写真 12　黒部第二
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	37	 卒業生名簿に NM氏の名前の記載あり（昭和 2年 4月，発行の『電機学校一覧』（昭和 2年度）第 6版，巻末付録の
卒業生名簿，174頁）。NM氏は 1926年 4月，第 35回卒業生 750人のうちの一人として卒業。『電機学校一覧』は，
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